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② 

Ⅰ 表計算ソフトによる分析データの作成 

ⅰ データのダウンロード 

１ 「地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ」にアクセス 

URL：https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 利用する統計データ（農林業センサス）のダウンロード 

（１）農林業センサスのリンク先を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 農林水産省 HP の「統計情報」

バーナーを選択 

② 「地域の農業を見て・知っ

て・活かすＤＢ」を選択 

① 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html
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２ 利用する統計データ（農林業センサス）のダウンロード（つづき） 

（２）利用する年次（ここでは 2020年農林業センサス）のリンク先を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2015 年の場合＞ 

2015 年農林業センサスを選択 

＜2010 年の場合＞ 

2010 年農林業センサスを選択 

 

 ＜参考＞ 

 

👉 事例として、２０２０年農林業センサス「個人経営体_年齢別の基幹的農業従

事者数」を利用した分析及び地図情報の作成方法を記載しています。 

＜参考＞は、「活かすＤＢ」に掲載している今回利用するエクセルデータの仕様

となります。 
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👉 「ⅰ データのダウンロード」１～５は Internet Explorer を利用した際の手順につ

いて記載していますのでご留意ください。 

なお、2022 年 2 月現在、ブラウザのセキュリティ強化により、Microsoft Edge（以下、

Edge）及び Google Chrome（以下、Chrome）を使用して Excel データ等をダウンロードする

際、警告が出る、ダウンロードが進まない等の事象が発生しています。 

Edge は 11 ページに、Chrome は１2 ページに記載する方法でダウンロードを行ってく

ださい。 

******** 

２ 利用する統計データ（農林業センサス）のダウンロード（つづき） 

（３）利用するダウンロードデータを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）任意のフォルダ（ここでは「事例作成」とする。）を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 

👉 QGIS で利用するファイルは、暗号化が行われ

ない場所に保存することをお勧めします。 
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② 

① 

④ 

③ 

👉 任意のフォルダ（ここでは「事例作成」に）ファイ

ルを保存します。 

２ 利用する統計データ（農林業センサス）のダウンロード（つづき） 

（５）必要な都道府県のファイルを選択してダウンロードして保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「和歌山県」 ダブルクリック 

② 「名前を付けて保存」 

③ 「事例作成」を開く 

④ 「保存」 

******** 
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３ 農業集落境界データのダウンロード 

（１）農業集落境界データのリンク先を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 下方にスクロールすれば、農業集落境界、旧市区町村境界、市区町村

境界のダウンロード画面がそれぞれ表示されます。 
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******** 

③ 

① 

② 

④ 

⑤ 

３ 農業集落境界データのダウンロード（つづき） 

（２）必要な都道府県の農業集落境界ファイルをダウンロードして保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「和歌山県」をダブルクリック 

② 「ここ」をクリック 

③ 「保存」▼をクリック 

④ 「名前をつけて保存」 

⑤ 「事例作成」フォルダを選択して「保存」 
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② 

① 

③ 

４ 市区町村境界及び旧市区町村境界のダウンロード 

農業集落境界データダウンロードの手順に準じてダウンロードを行い、保

存してください。 

 

５ ZIPファイルの解凍 

 

「事例作成」フォルダにダウンロードした ZIPファイルを解凍して、農業

集落境界データ等を取り出します。 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

******** 

******** 

① 各 ZIP ファイルをダブルクリック 

② ファイルをコピー 

③ 「事例作成」フォルダに戻って貼付 
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出典：農林水産省 HP－統計情報－地域の農業を見て・知って・活かす DB 

出典：農林水産省ＨＰ－統計情報－地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ 

６ Internet Explorer 以外のブラウザを利用したダウンロード 
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出典：農林水産省 HP－統計情報－地域の農業を見て・知って・活かす DB 

出典：農林水産省ＨＰ－統計情報－地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ 

６ Internet Explorer 以外のブラウザを利用したダウンロード（つづき） 
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① 該当ファイルを選択して右クリック 

② 「名前の変更」 

③ ＜フォルダとファイル名称の変更内容＞を参考にファイル名称を変更 

① 

② 

ⅱ エクセルを利用した分析用データ作成 

１ ダウンロードしたフォルダとファイルの名称変更 

 

 

 

 

 

  

 

＜フォルダとファイル名称の変更内容＞ 

（変更前）  （変更後） 

MA0001_2020_2020_30 → 農業集落境界 

MA0002_2020_2020_30  → 旧市区町村境界 

MA0003_2020_2020_30 → 市区町村境界 

SA4003_2020_2020_30.xlsx → 基幹的農業従事者.xlsx 

２ 基幹的農業従事者（エクセルファイル）のデータ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

分析指標の計算に「男女計（J 列）～男女_45～49（Q 列）」を利用 

農業集落境界データと共通の接続用キーコード「KEY（Ａ列）～RCOM_NAME（Ｉ列）」 
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３ 分析指標（データ）の追加 

（１）＜追加する分析指標 ①＞ 49歳以下の基幹的農業従事者数 

「男女計」と「男女 15～19歳」の間に列を追加し、表頭「基幹的農業従

事者 49歳以下」及び演算数式を入力します。 

算出方法 ： 男女 15～19歳（L列）から男女 45～49（R列）の和 

演算数式 ： =SUM（L○：R○） 

 

 

 

 

 

（２）＜追加する分析指標 ②＞ 49歳以下の基幹的農業従事者数割合 

「基幹的農業従事者 49歳以下」と「男女 15～19歳」の間に列を追加し、

表頭「49歳以下の割合」及び演算数式を入力します。 

算出方法 ： 基幹的農業従事者 49歳以下 ÷ 男女_計 

演算数式 ： =ROUND(K○/J○＊100,1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 データの組み合わせ方によっては、データの欠損、ゼロ除算など分

析上の不都合が発生するので IF関数などでエラー表示（「#VALUE!」など）

の消去が必要です。 

👉 「活かすＤＢ」の「農林業センサス」や「経済センサス」のデータには、秘匿：「x」、事

実不詳：「…」、接続不可：「＠」 、事実がない：「-」などの統計記号が含まれています。 
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※ダミー値は、計算上出現する ｢0～100｣ の範囲外の数値を任意に設定。 

※ この事例では「男女計」と「基幹的農業従事者 49 歳以下」のデータは、地図情報を作

成しない項目（分析指標）のため統計記号の変換作業を省略しています。 

４ 演算結果のエラー表示を消去 

作成する地図情報の凡例をイメージして「基幹的農業従事者なし（事実が

ない）」や秘匿データも地図情報に表示するため、エラー表示を｢ｘ｣及び「-」

に修正します。 

「49歳以下の割合」の演算数式を = IFERROR（ROUND(K○/J○*100,1),J○）

に修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 統計記号（文字列）を数値に変換  

統計記号の「x」や「-」などは、地図情報を作成する場合に不都合が生じ

る場合があるので、置換機能（Ctrl＋H）を使って任意の数値（ダミーデータ）

や空欄などに変換する必要があります。 

また、「x」や「-」と表示されているデータは、演算数式で入力している

ことから、置換機能を使用する前に値に変換することが必要となります。 

 

 

＜変換する統計記号＞  

｢-｣ → 1,000 （ダミー値） 

｢ｘ｣ → 2,000 （ダミー値） 
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👉 「すべて置換」ができない場合は、オプションで検索方向を「行」にする。 

① 

② 

③ 

③ ③ 

④ ④ 

⑤ ⑤ 

① 

５ 統計記号（文字列）を数値に変換（つづき） 

（１）数式を表示上の値に変換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）置換機能で統計記号を数値（ダミー値）に変換します。  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 該当データを選択  

③ 置換前及び置換後のデ

ータを入力。 

④ 「すべて置換」選択 

⑤ 「OK」  

① 該当データを選択  

② Ctrl＋H を押下して「置換機能」を表示  

 

② 右クリックして「コピー」 

③ 「値として貼付」 

👉 「12.1」が入力されているセルを

選択して Ctrl＋Shift＋↓を同時に押

下すると最終行まで選択できます。 

👉 「-」、「ｘ」それぞれ行う。 
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① 

② 

５ 統計記号（文字列）を数値に変換（つづき） 

（３）指定した数値に置換されているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

６ 不要データの削除 

（１）地図情報を作成しないデータ項目を削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）接続用キーコード「key」～「rocm_name」及び分析指標「49 歳以下の割

合」の項目になっているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「49 歳以下の割合」を除くデータ項目を選択 

② 右クリックして「削除」 
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③ 

④ 

ⅲ 地図情報作成用ファイルの作成 

１ エクセルファイルを CSV形式に変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ CSVTファイルの作成  

（１）CSVファイルデータの読み込み型式（文字列及び数値）を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

本事例では、「key」～「rcom_name」（９項目）を「文字列」、「49 歳

以下の割合」（１項目）を「数値」で読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「ファイル」 

② 「名前を付けて保存」 

③ ファイルの種類は「CSV」を選

択 

④ 「保存」 

 

 

 

👉 QGIS で CSV ファイルを読み込むと、数値の項目もすべて文字列として認識されます。 

文字列のままでは、データ階層による分類（色分け）が処理できないなど地図情報の作成に支

障が生じる場合があります。 

そのため、CSV ファイルの各項目が、数値か文字列かを指定した設定ファイル（CSVT ファイ

ル）をあらかじめ作成しておくことが必要となります。 

ータの型式を指定して取り込むことが必要です。 

CSVT ファイル）の作成が必要になります。ータの型式を指定して取り込むことが必要です。 
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******** 

④  
③  

① 「メモ帳」（Windows アクセサリ）を開く 

② （1）で確認した読み込み形式に応じて、「ｓｔｒing」（文字列）を９個、「real」（数値）を１個を「,」

（カンマ）区切りで入力 

 

２ CSVTファイルの作成（つづき） 

（２）確認した内容で CSVTファイルを作成します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（３）CSVT形式でファイルを保存します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１項目（数値） 

「49 歳以下の割合」 
９項目（文字列） 

「key」～「rcom_name」 

👉 取り込む項目（数値）が複数の場合は、｢ｒeal｣を追加して CSVT ファイルを作成します。 

＜３項目の場合＞ 

 string, string,string,string,string,string,string,string,string,real,real,real 

① 「ファイル」 

② 「名前を付けて保存」 

③ 「ファイルの種類」は「すべてのファイ

ル」を選択 

④ 「ファイル名」は、CSV ファイルと同じ名称を入

力して、拡張子を｢.CSVT｣に手入力で変更 

⑤ 「保存」 

 

 

①  

②  

⑤  
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２ CSVTファイルの作成（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉  CSVT ファイルは CSV ファイルと同じフォルダへの格納が必要となります。 

******** 


